
第４４号 市 民 力 か わ ら 版 平成２６年１２月１日

県の指定管理者として昨年か

ら県森林組合連合会、たかは

ら森林組合、高原林産企業組

合の三社の共同経営により運

営されている。

鹿沼市生まれ、そして現在も

鹿沼市在住。通勤は鹿沼から

佐貫、塩谷町経由で約1時間

ほど。

趣味はハイキング、バイク。

400ccのバイクで仲間とツー

リングを行う。（でも奥様は

同乗しないそうです。）

県民の森 事務所長

福田 泰久さん（45歳）
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岡
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大
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壽
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寄稿
■
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
っ

て
何
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

高
齢
者
や
児
童
、
保
護
者
の

福
祉
の
多
様
な
要
望
に
積
極

的
に
対
応
す
る
厚
生
労
働
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
た
地
域
の

相
談
・
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

片
岡
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
は
、
昭
和
四
十

三
年
十
二
月
一
日
に
設
立
し

ま
し
た
。
本
地
区
は
、
交
通

の
利
便
性
が
高
く
、
産
業
団

地
が
立
地
し
て
い
る
地
区
で

す
。
こ
の
た
め
、
新
興
住

宅
が
多
く
、
新
旧
住
民
が
暮

ら
す
こ
の
地
区
で
、
片
岡
地

区
十
六
名
の
民
生
委
員
児
童

委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委
員

が
協
力
し
合
い
、
各
種
事
業

に
取
組
み
継
続
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

毎
月
一
回
の
定
例
会
を
開

催
し
、
各
委
員
が
地
域
に
お

け
る
活
動
の
中
で
と
ら
え
た

様
々
な
福
祉
問
題
を
話
し
合

い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機

関
に
連
絡
等
関
係
行
政
機
関

と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

各
委
員
は
、
毎
月
一
度
誕

生
月
に
あ
た
る
八
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
に
対
し
表
敬
訪

問
を
行
い
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
っ
た
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
老

人
給
食
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
週
に
一
、
二

度
配
布
し
た
り
と
、
在

宅
高
齢
者
へ
の
援
助
活

動
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
矢
板
市
内
の
学

童
保
育
の
お
や
つ
作
り

を
実
施
、
配
布
す
る
ほ

か
、
片
岡
児
童
館
の
行
事
に

積
極
的
に
協
力
し
、
児
童
の

健
や
か
な
育
成
に
関
す
る
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。学

校
等
と
の
交
流
促
進
を

行
事
ご
と
に
行
う
ほ
か
、
登

下
校
時
に
交
通
見
守
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
結
び
に

昨
年
度
は
、
厚
生
労
働
省

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
ま
た
、

今
年
度
に
お
い
て
は
矢
板
市

市
政
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

片
岡
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
は
、
矢
板
市
の

法
定
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
う
ち
の
一
つ
で

す
。

■
矢
板
の
第
一
印
象
は
？

勤
務
地
と
し
て
は
矢
板

市
は
今
回
が
初
め
て
に
な

り
ま
す
。
私
の
第
一
印
象

は
ま
ず
、
リ
ン
ゴ
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
。
そ
し
て
製
材

所
が
多
く
、
森
林
も
よ
く

整
備
さ
れ
て
い
る
。
苗
木

か
ら
手
入
れ
し
て
い
る
矢

板
の
人
の
几
帳
面
さ
が
出

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
や
は
り
ツ
ツ
ジ

で
す
。
八
方
ケ
原
の
ツ
ツ

ジ
群
、
県
内
で
は
数
少
な

い
名
所
だ
と
思
い
ま
す
。

■
矢
板
の
お
気
に
入
り
の

食
堂
は
？

昼
食
は
愛
妻
弁
当
で
す
。

以
前
、
出
張
し
た
時
に
市

役
所
前
の
蕎
麦
屋
で
食
べ

た
蕎
麦
と
う
ど
ん
の
「
合

い
盛
り
」
が
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

■
矢
板
の
人
柄
に
つ
い
て

情
が
深
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
何
か
を

聞
く
と
親
切
で
し
か
も
適

切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

仕
事
を
キ
ッ
チ
リ
行
い
、

真
面
目
で
ア
イ
マ
イ
に
終

わ
ら
せ
な
い
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
真
面
目
な
習
慣
を

身
に
つ
け
る
よ
う
教
育
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

■
県
民
の
森
と
し
て
の
今
後

の
課
題
は
？

管
理
事
務

所
で
は
、
遊

歩
道
の
維
持

管
理
や
森
林

に
関
連
す
る

イ
ベ
ン
ト
の

企
画
を
行
っ

て
い
ま
す
。

最
近
自
転

車
で
来
ら
れ
る
方
が
増
え

て
き
た
の
で
、
駐
輪
施
設

を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
管
理
事
務
所
で

は
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
る
の
で
、
参
加
者

の
た
め
の
軽
食
設
備
も
検

討
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

■
管
理
事
務
所
か
ら
の
PR

県
民
の
森
に
は
森
林
展

示
館
、
木
工
体
験
室
が
あ

り
、
解
説
員
が
た
か
は
ら

の
歴
史
や
鳥
獣
に
関
す
る

こ
と
の
解
説
の
他
体
験
教

室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

野
鳥
観
察
は
、
土
曜
・

日
曜
に
現

地
を
案
内

す
る
企
画

を
実
施
す

る
こ
と
も

あ
る
の
で
、

お
気
軽
に

お
問
い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

冬
季
の
雪
は
平
年
で
は

約
十
セ
ン
チ
程
の
積
雪
が

あ
り
ま
す
が
、
矢
板
か
ら

寺
山
ダ
ム
の
県
道
272
号
線

は
除
雪
車
が
入
り
ま
す
。

十
二
月
は
有
料
で
す
が
ミ

ニ
門
松
づ
く
り
（
参
加
費
・

五
百
円
）
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
専
門
家
が
来
て
縄

の
絞
め
方
や
各
ポ
イ
ン
ト

を
丁
寧
に
指
導
し
て
く
れ

ま
す
。

そ
の
ほ
か
年
間
を
通
じ

て
毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
県
民

だ
よ
り
な
ど
で
内
容
を
確

認
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

（
Ｔ
・
Ｍ
）

い
よ
い
よ
一
年
の

最
後
を
締
め
く
く

る
月
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
何

か
と
気
忙
し
い
毎

日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今

年
一
年
、
日
本
を
見
て

も
、
世
界
を
見
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
来
年
こ

そ
平
穏
無
事
な
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
願
い
を

込
め
て
新
年
を
迎
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

編集後記


